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新潟県立 

生涯学習推進センター 

生涯学習 

に い が た
http://www.lalanet.gr.jp/ 

新潟県立生涯学習推進センターは 

創立２０周年を迎えます 

 新潟県立生涯学習推進センターは、平成４

年８月７日にオープンいたしました。本年で

創立２０年となります。 

 それを記念して、８月１１日（土）、生涯学

習推進センターホールにて、文教大学副学長 

野島正也様をお迎えし、「いきいきマイライフ

～人生後半のいきがいづくり～」と題した講

演会を開催いたします。 

 

 野島様は、新潟県御出身で、「ライフ・プラ

ンニング」を研究テーマの一つにされ、アメリ

カの大学の研究員や内閣府の専門委員等を歴

任されている方です。現在は大学の副学長と

いう立場と共に、生涯学習・社会教育の分野

で、多数の研究実績をお持ちの方です。 

 

 今回、生涯学習推進センターの創立２０周

年の特別講演会の講師として、御専門の「ライ

フ・プランニング」の観点から、生涯学習時代

におけるセカンドライフの生活設計や、いき

がいづくりについての貴重なお話をお聞きで

きるものと考えております。 

 

 今年の３月に当センターの講演会に参加さ

れた方に「生涯学習とはどんなものだと思い

ますか」とアンケートを取ったところ、第１位

は、「生涯にわたって学び続け、自己を高める

活動」（５９％）との回答でした。当センター

が生涯学習を支援する機関として、「生涯にわ

たって学び続け、自己を高める活動」のヒント

やセカンドライフという新たな旅立ちを前に

考えておくこと等を野島様の御講演をとおし

て提案できるものと確信しております。 

 野島様の特別講演会に先立ちまして、当セ

ンターの２０年の歩みや現在の活動も動画や

スライドで紹介する予定です。 

 

 人生をより豊かなものにしたいと考えてお

られる多くの皆様の御参加をお願いいたしま

す。 



今年も充実した講座が満載です 

にいがた連携公開講座２０１２ 
「にいがた連携公開講座2012」は、新潟県

教育委員会と県内の大学や市町村などが連携

して、県民の皆様にとって身近でかつ地域

ニーズに対応したテーマで開催する公開講座

です。講座はすべて受講料無料、申し込みは 

平成24年度 メディア研修講演会 

にいがた地域映像アーカイブ 
 「にいがた 地域映像 アーカイブ」は、新

潟大学の原田健一教授らのグループによる地

域映像をデータベース化する取組です。 

 今回の講演会では、実際に懐かしの映像を

上映しながら、「古い映像を収集・保存する

意義」「今後の活用の方向性」などについて

お話ししていただきます。 

 事前の申し込みが必要です。詳しくは当セ

ンターまでお問い合わせくださるか、当セン

ターＨＰ「ラ･ラ･ネット」を御覧ください。 

懐かしの映像 

「にいがた 地域映像 アーカイブ」講演会 
 

期日 ８月２８日（火）13:30～15:30 

 

会場 県立生涯学習推進センター 

 

※申込締切は７月３０日（月）です。 

  期 日 演 題 講 師 会 場 

5 
７月29日（日） 

13:30～15:00 
冠、烏帽子、かづけもの 

県立歴史博物館 

専門研究員 浅井勝利様 
県立歴史博物館 

6 
９月１日（土） 

13:30～15:00 

地名が語る郷土の歴史 

（１） 

前県立文書館 

副館長 本井晴信様 

県立生涯学習推進ｾﾝﾀｰ 

（インターネットで配信） 

7 
９月７日 (金) 

10:15～11:45 

転ばないからだづくり 

ひざ痛・腰痛を解消

していきいき人生 

新潟医療福祉大学 

教授 小林量作様 
関川村公民館 

8 
10月14日（日） 

13:30～15:00 

仏像鑑賞の基礎知識 

～仏像の種類～ 

新潟産業大学 

教授 片岡直樹様 
魚沼市堀之内公民館 

9 
11月10日（土） 

13:30～15:00 

東日本大震災から学ぶ 

地域づくりの大切さ 

新潟県立大学 

教授 山中知彦様 

県立生涯学習推進ｾﾝﾀｰ 

（インターネットで配信） 

10 
12月８日 (土） 

13:30～15:00 

地名が語る郷土の歴史 

（２） 

前県立文書館 

副館長 本井晴信様 

県立生涯学習推進ｾﾝﾀｰ  

（インターネットで配信） 

不要です。直接会場へお越しください。いき

いき県民カレッジ登録講座です。詳しくは生

涯学習推進センターまでお問い合わせくださ

い。開催が近くなりましたら、当センター 

ＨＰ「ラ･ラ･ネット」でもお知らせします。 

※第１回～第４回は終了いたしました。 



事業事業事業事業をををを成功成功成功成功にににに導導導導くくくく企画企画企画企画とはとはとはとは？？？？ 

事業企画力事業企画力事業企画力事業企画力スキルアップスキルアップスキルアップスキルアップ研修会研修会研修会研修会 

受講者募集中 

平成24年度 著作権セミナー 

 ６月１９日（火）に、新潟大学大学院准教授 

雲尾周様を講師にお迎えし、行政職員やＮＰ

Ｏ職員などおよそ３０名が参加して事業企画

力の向上を目的とした研修会を行いました。 

 参加者が提供する「うまくいった事業企画」

と「うまくいかなかった事業企画」を基に講義

が始まりました。 

 初めに２人組で、「うまくいった事業企画」

の促進要因を、聞き取り調査の形式にしてま

とめる作業を行いました。その際に雲尾先生

からは、企画が地域の実態把握から始まり、住

民の学びたい要求と学ぶ必要のある要求から

生まれた学習課題であるかどうかが大切であ

ると説明されました。 

 「うまくいかなかった事業」については、６

Ｗ２Ｈに照らしてグループで検討し、その意

見を基に自分の事業企画を作り直す作業を行 

 これらは、すでに受講申込をされた方々か

ら寄せられた質問の一部です。 

 著作権法は、情報化社会にあって、とても

重要なものとなっており、日常業務にも密接

な関わりを持っています。この機会に、あな

たも著作権について学んでみてはいかがで

しょうか。 

 詳しくは生涯学習推進センターまでお問い

合わせください。当センターＨＰ「ラ・ラ・

ネット」でもお知らせしています。 

平成24年度著作権セミナー 
 

主催 文化庁・新潟県教育委員会 

 

期日 平成24年8月22日（水）9:30～16:15 

 

会場 県立生涯学習推進センター 

 

内容 午前：講義「著作権制度の概要」 

   午後：第１分科会 

（行政・社会教育職員） 

      第２分科会（学校職員） 

      第３分科会（図書館職員） 

指導はいずれも文化庁職員 

 

※申込締切は７月２０日（金）です。 

○著作権は登録の申請をしないと発生しない

のでしょうか？ 

○学校紹介のDVDなどに音楽を入れる場合、

著作権上の注意点を教えてください。 

○図書館便りに本の表紙画像を使用するとき

注意すべきことを教えてください。 

いました。地

域の学習課

題を念頭に、

促進要因と

阻害要因を

意識して作

成し直しま

した。参加者

からは、「自分の企画をたくさんの方から見て

もらい、意見をもらえてよかった。」という感

想がありました。 

 最後に雲尾先生から、学校教育の目的は「こ

の学校での学びと思い出を基に活躍させる。」

ことであり、社会教育・生涯学習の目的は「こ

の社会で学んでいることの意味を実感させ

る。」ことであるという言葉をいただいて、研

修会を締めくくっていただきました。 



 新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」 

 http://www.lalanet.gr.jp/ 

 http://www.lalanet.gr.jp/m（携帯版） 

 家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」 

 TEL：025-283-1150 FAX：025-284-6019 

 生涯学習相談・情報提供 

 TEL：025-284-6119 FAX：025-284-6019 

 Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp  

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

 

貸出施設：ホール（１８６名） 大研修室（１００名） 

（視聴覚教材・機材の貸出は登録が必要です。） 

施設等の貸出 新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南3-1-2 
 

  TEL：025-284-6110  FAX：025-284-6019 

  Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp  

  ホームページ：http://www.lalanet.gr.jp/ 

  Twitter：http://twitter.com/lala_nlpc/ 

いつでも どこでも 学べます 

いきいき県民カレッジへようこそ 

 いきいき県民カレッジは、知事を学長とし

て生涯学習社会の実現に向けて「いつでも、

どこでも、自分の希望するものを学びたい」

という要望に応えることを目的に実施してい

ます。 

県・市町村・大学・専門学校等、さまざま

な機関の講座が登録され、県内在住・在勤の

方であればどなたでも受講できます。入学の

ために面倒な手続きは一切なく、希望する講

座を選び、実施機関に申込み、受講すること

で入学完了となります。１時間１単位の認定

 昭和30年代の我が家の茶の間には、ささや

かな団欒があった。家族が集うお茶飲みの時

間である。誰ということもなく発した声が、

しばしそこの話題になる。その話題に思い思

いに参加することがひとつの団欒であった。 

 茶の間が居間と呼ばれるようになり、話題

提供の主役がテレビになった。テレビに耳目

を向けている人に遠慮で、取り留めのない声

さわやかさわやかさわやかさわやかメールメールメールメール    

で、一定単位を修得すると学長から奨励証

（チューリップ賞、雪椿賞、朱鷺賞、越佐

賞、日本海賞、学長賞）が交付されます。毎

年４００名以上の方が授与されています。 

いきいき県民カレッジ講座一覧の冊子は年

３回発行（春号・夏号・秋冬号）し、公民館

等の生涯学習関係施設に配布しています。 

また、当センターのホームページ「ラ・

ラ・ネット」では、いつでも御希望の講座を

検索することができます。 

皆様もぜひご活用ください。 

を発することを控えるようになった。 

 家庭でも地域、職場でも無意図的なコミュ

ニケーションが極めて少なくなったように感

じる。隣人の時間を奪うようで遠慮なのであ

る。 

 最近、この無意図的な声を受け止めてくれ

るのがtwitterやfacebookのようなＳＮＳで

あるような気がする。当センターの研修会参

加者を対象としたＳＮＳ「ラ・ラ・ネットコ

ミュニティ」にもこんな役割から期待してい

るのである。 


